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１．研究背景・目的 
干潟の保全・再生事業が進めるにあたっては，継

続的なモニタリングを実施し，干潟のもつ諸機能に

ついて定量的に把握する必要がある．このうち生物

生息機能の評価手法としては，HSI（生息地適正評価
指数）モデル等が提案され，アサリ等を対象に検討

されてきた． 
本研究で対象とするハクセンシオマネキ（Uca 

lactea）は，かつての干潟でごく普通にみられた種で
あるが，戦後の開発によって個体数が激減し，現在

は準絶滅危惧種に指定されている．   
本研究では，淡路島を中心とした兵庫県内におけ

る本種の生息分布状況の把握に係わる現地調査を実

施し，生息地適正評価モデルの構築を試みた． 
 
２．調査地点 
 ハクセンシオマネキの発見地点を図－１に示す．

淡路島では 32地点のうち，6点で本種の生息を確認
した． 
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図－１ 調査地点 

（●：ハクセンシオマネキ発見地点） 
３．調査方法 
調査日時はいずれも大潮の干潮時１～２時間前後

とし，各調査地点で本種の生息状況を調べた．生息

が確認された干潟では，１ｍ四方のコドラートを複

数設け，雌雄別・サイズ別の活動個体数，巣穴数を

目視によりカウントした．また，間隙水の水質等に

ついても計測した．採取した表層泥は実験室に持ち

帰り，含水比や有機物量（強熱減量），粒径 2,000  
μｍ以下の微細粒子の粒度分布を測定した． 

 
 

４．調査結果  
４.１ 生息地点の特徴 
 ハクセンシオマネキは，砂質の河口干潟の多くで

生息が確認された．特にヨシの生え際では，生息が

確認された地点の中でも高密度で生息していた．一

方，防潮堰が設置されている河口や河口閉塞をして

いる河川では，本種の生息は全く確認されなかった． 
 
４.２ 底質調査結果 
４.２.１ 有機物量  
ハクセンシオマネキの生息が確認された地点では，

強熱減量値が，0.57～5.97％の値を示していた．この
値は，ハクセンシオマネキの餌となる有機物量を示

している． 
ハクセンシオマネキ発見地点別強熱減量
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図―２ 底質調査結果（強熱減量） 

４.２.２ ２ｍｍふるい残留率 
ハクセンシオマネキの口器顎脚サイズは，2000μm
であることが知られているが，本種の生息が確認さ

れなかった地点では，確認された地点に比べて，粒

径 2,000μｍ以上の残留物が多いことが確認された． 
ハクセンシオマネキ発見地点2ｍｍふるい残留率
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図―３ 発見地点別２ｍｍふるい残留率 
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４.２.３ 底質の粒度分布  
 粒度分布のピーク値は，300～1,000μｍの範囲で出
現していた．また，曲線が双峰性のものもみられた．  
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図―４ 粒度分布図（加古川） 

 
５．HSIモデルの作成 
 現地観測で得られた活動個体数，底質調査結果を

もとに HSI（生息適正評価指数）モデルを作成した．
指標としては，中央粒径・含水比・強熱減量を選定

した．SI曲線の作成手順は以下のとおりである．①
各因子と活動個体数との関係をプロットする②調査

期間の最大個体数が SI=1.0，最小個体数が SI=0 と
なるよう任意の直線または曲線をひく．この時，観

測値がすべて包含されるようにする③各観測値に対

する SI値を求め，HSI値を下式より算出する． 
HSI=SI 中央粒径×SI 含水比×SI 強熱減量   
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図－５ 環境因子ごとのＳＩ曲線 

各河川におけるＨＳＩ値
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図－６ 各河川における HSI値 
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図－７ 生息限界 HIS値 

６．まとめ 
 ハクセンシオマネキの生息環境に適している条件

としては，①河口閉塞していないこと②ヨシなどの

植生が存在していること③2,000μｍ以上の礫分が
優占しない砂質で，ピーク粒径が数百μｍ程度であ

ることなどが挙げられる． 
図－６から，塩田橋，湊における HSI値は他の干
潟に比べて高得点であり，ハクセンシオマネキにと

って良好な環境ポテンシャルを有していることがわ

かる． 
 算出された HSI 値と最大活動個体数との関係を 
図－7 に示す．HSI 値の増加に伴い最大活動個体数
が増加する傾向が示され，ハクセンシオマネキの生

息可能ポテンシャルを概ね表現できていると考えら

れる．この図から，HSI値が 0.14未満では生息が確
認されていないことがわかりハクセンシオマネキが

生息限界 HSI 値は 0.14 であるといえる．ただし，
この値については，限定的なデータでの解析結果で

あり，今後の継続的な調査によりデータの充実をは

かった上で再検討する必要がある． 
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